
【資料4】（第4回救急医療の今後のあり方に関する検討会）  

第二次救急医療機関について  

○ 第二次救急医療機関とは、入院を要する救急医療を担う医療機  

盟であって、第三次救急医療機関以外のものであり、都道府県が作   

成する医療計画に基づいて整備を進めるものである。  

（求められる医療機能は別紙のとおり。）  

○ 昭和52年以来、初期、二次、三次といった階層的救急医療体制  

の整備を進めるとともに、第二次救急医療機関の整備の一環として、  

病院群輪番制病院や共同利用型病院へも補助を行ってきた。  

・病院群輪番制病院 ＝ 医療圏単位で、圏域内の複数の病院が、当番制により、  

休日及び夜間における診療体制の確保を図るもの。  

（408地区、3143ケ所）  

・共同利用型病院 ‥ 医療圏単位で、拠点となる病院が一部を開放し、地域の医  

師の出務による協力を得て、休日及び夜間における診療体  

制の確保を図るもの。  

（10ケ所）  

○ 近年の、三位一体改革等に伴い、病院群輪番制病院等の運営費  

補助は、平成17年度より一般財源化された。   



救急医療の体制構築に係る指針＊ （抜粋）  

入院を要する救急医療を担う医療機関（第二次救急医療）の機能【入院救急医療】  

（∋ 目標   

・24時間365日、救急搬送の受け入れに応じること   

・傷病者の状態に応じた適切な救急医療を提供すること  

②医療機関に求められる事項  

地域で発生する救急患者への初期診療と応急処置を行い、必要に応じて入院治療を行う。   

医療機関によっては、脳卒中、急性心筋梗塞等に対する医療等、自施設で対応可能な範囲   

において高度な専門的診療を担う。また、自施設では対応困難な救急患者については、必要   

な救命処置を行った後、速やかに、救命救急医療を担う医療機関等へ紹介する。救急救命士   

等への教育機能も一部担う。   

・救急医療について相当の知識及び経験を有する医師が常時診療に従事していること   

・救急医療を行うために必要な施設及び設備を有すること   

・救急医療を要する傷病者のために優先的に使用される病床または専用病床を有するこ  

と   

・救急隊による傷病者の搬送に容易な場所に所在し、かつ、傷病者の搬入に適した構造  

設備を有すること   

・急性期にある患者に対して、必要に応じて早期のリハビリテーションを実施すること   

・初期救急医療機関と連携していること   

・ 当該病院では対応できない重症救急患者への対応に備え、近隣のより適切な医療機  

関と連携していること  

メディカルコントロール協議会等との連携の上、実施可能な医療機能等を消防機関等  

に周知していること   

・救急医療情報センターを通じて、診療可能な日時や、診療機能を住民・救急搬送機関  

に周知していること   

・医師、看護師、救急救命士等の医療従事者に対し、必要な研修を行うこと  

「救急病院等を定める省令」によって定められる救急病院であること  

③医療機関の例  

救急病院  

二次輪番病院、共同利用型病院  

一年を通じて診療科にとらわれず救急医療を担う病院又は診療所  

脳卒中や急性心筋梗塞等に対する急性期の専門的医療を担う病院又は診療所  

＊厚生労働省医政局指導課長通知「疾病又は事業ごとの医療体制について」（平成19年7月20日）   




